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研究成果の概要（和文）：関東・東海地域の畑作圃場では，近年防除困難な外来雑草による被害

が増大している。本研究では，（１）コムギ圃場において外来雑草ネズミムギ発生量を達観調査

により簡易的に査定する方法を開発した。（２）耕起および不耕起条件におけるネズミムギの種

子分布の違い（散布後の越夏環境）によってその発芽生態が異なることをポット試験で明らか

にした。（３）コムギ圃場内部および畦畔では，無セキツイ動物（コオロギ類，ゴミムシ類），

げっ歯類，鳥類による種子捕食がネズミムギシードバンクの重要な減少要因の一つであること

が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：Some exotic weeds have recently seriously infested crop fields in 
central Japan. In this study, 1) a field assessment method to visually evaluate the wheat 
yield loss by Italian ryegrass (Lolium multiflorum Lam.) was developed. 2) To understand 
the influence of tillage systems on the germination ecology and seedbank dynamics of 
naturalized Italian ryegrass, we compared the fate of the seeds after-ripened in the soil 
with that on the soil surface. The results suggest that the no-till system, which leaves 
many seeds on the soil surface, may promote rapid depletion of Italian ryegrass seeds 
through germination before wheat sowing in early winter. In contrast, seed burial by tillage 
may inhibit germination of the seeds, and form a large seedbank available to germinate 
during the wheat growing season. 3) The extent of post-dispersal weed seed predation in 
upland wheat fields was quantified. The seed predators in the field interior areas and the 
boundary strips were mainly invertebrates (crickets and carabid beetles) and vertebrates 
(rodents or birds). The results of this study suggest that predators make a substantial 
contribution in the depletion of post-dispersal seeds of Italian ryegrass in the wheat fields. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）外来植物による農林業への被害は甚大

である。たとえば北米では年間被害額が約

340 億ドル（管理コストも含む）と見積もら

れている（Pimentel et al. 2000）。しかし，我

が国で増大している外来植物による被害の

実態はほとんど把握されていない。 
（２）研究開始当初，日本に侵入している外

来植物は 1,500 種以上といわれており，中に

は農業生態系や自然生態系に深く侵入し問

題化している侵略的外来種も数多く存在し

ていた。生態系や生物多様性，人の生命・健

康，そして農林水産業に大きな影響を及ぼす

侵略的外来種の影響を軽減するための対策

として，外来生物法（特定外来生物による生

態系等に係る被害の防止に関する法律）が

2005 年 6 月に施行された。しかし，2007
年 10 月時点で，特定外来生物に指定されて

いる植物はわずか 12 種である。他の多くは，

被害の現状や生物的・生態的特性がまだ十分

に把握されていないことから，未判定外来生

物，要注意外来生物として，その特性の解明

が急がれていた。 
（３）農業生態系への外来雑草の侵入は，

1990 年代から飼料畑を中心に全国各地で急

速に目立ち始めた。さらに近年，水田転作の

長期固定化に伴い，大規模転作地における大

豆作（ホオズキ類，アサガオ類等），麦作（カ

ラスムギ，ネズミムギ等）等でも防除困難な

外来雑草による被害が増加している。このよ

うな近年増加中の外来雑草の多くは，毎年海

外から大量に輸入される穀物飼料や乾牧草

に混入して国内に侵入したとみられている

（浅井ら 2007）が，その正確な侵入経路，

国内での伝播経路，個々の個体群動態につい

ては未解明の部分が多かった。 
 
２．研究の目的 
 本課題は，大豆作および麦作における防除

困難な外来雑草に対する総合的管理技術の

確立を支援するために，（１）侵入外来雑草

による大豆作および麦作の被害実態を把握

するための雑草害簡易診断プログラムの開

発，（２）外来雑草の侵入・伝播経路の解明，

（３）外来雑草多発圃場における雑草の個体

群動態の解明を行う。 

 
３．研究の方法 
（１）大豆および小麦圃場における外来雑

草の侵入程度を調査した。調査地は静岡県

袋井市の大規模水田転作畑である。圃場外

からの達観調査と写真撮影による画像解

析を組み合わせて，外来雑草の侵入程度を

指数化した。さらに，雑草発生圃場におい

て，雑草密度の異なる場所に複数のコドラ

ートを設け，雑草量，作物収量を調査し，

作物収量への雑草の影響を解析した。これ

らの調査により得られた結果を組み合わ

せ，達観調査のみで雑草害の程度を査定す

る雑草害簡易診断プログラムを構築した。 



 

（２）予備調査から，輸入飼料中から多量の

雑草種子が検出されていた。混入雑草の同定

作業をさらに進め，雑草混入量を試算した。

また，圃場内外や近隣の河川敷，道路端等か

ら雑草種子をサンプリングし，遺伝マーカー

による侵入・伝播経路の推定を行った。 

 

（３）外来雑草多発圃場内で結実した雑草種

子，各作物（大豆・麦）の播種期および収穫

期に埋土種子をそれぞれサンプリングし，１

年間の各雑草種の個体群動態を把握した。さ

らに，雑草種子の発芽特性（休眠性等）を解

明するために，外来雑草多発圃場で採取した

種子を用いて環境条件(温度と光)を精密に制

御した発芽実験を行った。また，大豆および

小麦圃場において，主な外来雑草の発生消長

を定期的に調査した。 
 
４．研究成果 

（１）麦作ではイネ科一年生冬雑草であるネ

ズミムギが侵入，蔓延している。日本ではネ

ズミムギによるコムギ収量への影響を数値

化したものはない。地域レベルでの雑草によ

る経済的被害を定量的に把握することは，被

害レベルに応じた防除対策を講じるために

必要である。そこで，ネズミムギが多発する

コムギ圃場において，ネズミムギ発生量を達

観調査により簡易的に査定する方法を開発

した。達観調査に基づく査定ランクごとにネ

ズミムギの発生量に明瞭な差があり，コムギ

の減収率を概ね適正に評価できた。さらに，

ネズミムギの達観調査の結果，コムギ圃場の

大半でネズミムギが発生していることが確

かめられた。 
 

（２）コムギ圃場に蔓延したネズミムギの侵

入・伝播経路を明らかにするために，圃場内

およびその周辺から収集したネズミムギの

SSR 多型を解析した結果，圃場外から圃場内

に向って遺伝変異の減少が認められた。この

ことは，圃場外の道路端に緑化用として導入

されたネズミムギが，圃場内へと侵入し，雑

草化したことを示唆している。 
 
（３）小麦作における耕起および不耕起条件

でのネズミムギの種子分布の違いを想定し，

ポットの土中と地表にて越夏させた種子の

運命を追跡調査した。その結果，ネズミムギ

種子の発芽生態が散布後の越夏環境によっ

て異なることを明らかにした。ポット試験で

得られた結果を検証するため，耕起および不

耕起管理のコムギ‐ダイズ連作圃場圃場に

て，ネズミムギの埋土種子動態と出芽パター

ンを比較した。ネズミムギ種子散布 2 ヶ月後

の 8 月，不耕起圃場では土壌表層 0～5 cm に

種子の 91～97 %が集中したのに対し，耕起

圃場では深さ5～10 cmの土中にも44～51 %
が分布した。8 月の埋土種子数は不耕起圃場

と耕起圃場でほぼ同数であったが，出芽パタ

ーンは顕著に異なった。 
 
（４）雑草化したネズミムギの個体群動態を

解明するために，コムギ圃場内部と畦畔にお

けるネズミムギ種子の散布後捕食率と捕食

者を調査した。その結果，圃場内部では，無

セキツイ動物（コオロギ類，ゴミムシ類），

げっ歯類，鳥類が主な種子捕食者と考えられ

た。水田転換圃場では，種子捕食はネズミム

ギシードバンクの重要な減少要因の一つで

あることが示唆された。 
 
（５）大豆作では帰化アサガオ類が蔓延し，

問題となっている。アサガオ類は硬実種子を

形成するため，発芽が不斉一となり，永続的

シードバンクを形成しやすいことがアサガ

オ類の防除を困難とする主要因の一つと考

えられている。そこで，人為的に硬実を打破

し，斉一に発芽または死滅させることができ

ればシードバンクを除去できると考え，80℃
乾熱処理および火炎放射処理による発芽へ

の影響，さらにダイズ作後に水田転換する場

合を想定して，火炎放射処理後の湛水が種子

の生存に及ぼす影響について調査した。アサ

ガオ種子は火炎放射により一斉に硬実が打

破され，その後の湛水により種子が全滅する



ことが確かめられた。これより大豆作後，ア

サガオ類の種子散布直後に，圃場を火炎放射

処理することはアサガオ類の防除に有効で

あることが示された。 
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